
奈
良
県
外
国
人
観
光
客
交
流
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
五
十
二
号

奈
良
県
外
国
人
観
光
客
交
流
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

奈
良
県
外
国
人
観
光
客
交
流
館
条
例
（
平
成
二
十
七
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
第
七
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
承
認
）

第
三
条

交
流
館
の
別
表
に
掲
げ
る
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

一

交
流
館
の
設
置
目
的
に
違
反
す
る
と
き
。

二

公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

三

交
流
館
の
施
設
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

四

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
そ
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と

き
。

五

交
流
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き
。

３

知
事
は
、
使
用
の
承
認
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
条
件

を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
の
承
認
の
取
消
し
等
）

第
四
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
取
り
消
し
、
又
は

使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
使
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て
使
用
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。

三

使
用
の
承
認
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

四

前
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

五

公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
。



（
損
害
賠
償
）

第
五
条

交
流
館
の
施
設
、
設
備
等
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
損
害
が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
故
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
使
用
料
）

第
六
条

使
用
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
別
表
に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

既
納
の
使
用
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
三
条
、
第
六
条
関
係
）

施
設

使
用
料
（
一
室
一
泊
に
つ
き
）

備
考

洋
室
ツ
イ
ン

一
人
で
使
用
す
る
場
合

五
、
二
〇
〇
円

特
定
日
に
宿
泊
す
る

場
合
の
使
用
料
は
、

二
人
で
使
用
す
る
場
合

八
、
四
〇
〇
円

上
記
金
額
の
五
割
を

上
限
と
し
て
規
則
で

三
人
で
使
用
す
る
場
合

一
一
、
一
〇
〇
円

定
め
る
額
を
加
算
し

た
額
と
す
る
。

和
室
六
畳

一
人
で
使
用
す
る
場
合

四
、
二
〇
〇
円

二
人
で
使
用
す
る
場
合

六
、
九
〇
〇
円

三
人
で
使
用
す
る
場
合

九
、
一
〇
〇
円



和
室
八
畳

一
人
で
使
用
す
る
場
合

四
、
七
〇
〇
円

二
人
で
使
用
す
る
場
合

七
、
四
〇
〇
円

三
人
で
使
用
す
る
場
合

九
、
八
〇
〇
円

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
〇
、
八
〇
〇
円

和
室
十
畳

一
人
で
使
用
す
る
場
合

六
、
二
〇
〇
円

二
人
で
使
用
す
る
場
合

九
、
九
〇
〇
円

三
人
で
使
用
す
る
場
合

一
二
、
六
〇
〇
円

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
四
、
八
〇
〇
円

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
六
、
〇
〇
〇
円

注
１

「
特
定
日
」
と
は
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で
の
日
そ
の
他
近
傍
同
種

の
宿
泊
料
金
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
規
則
で
定
め
る
日
を
い
う
。

２

同
伴
す
る
宿
泊
者
の
寝
具
を
使
用
す
る
七
歳
未
満
の
者
は
、
使
用
料
の
欄
の
人
数
に
算
入

し
な
い
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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